


四日市は江戸時代、京や伊勢へと向かう旅人の宿場町としてにぎわい、
人や産物が行きかうことで「市」が栄え、発展しました。
京や伊勢へと続く「東海道」のほかに、
海から鈴鹿の山を越えて近江方面へと続く「道」もあります。
各街道を女性リポーターが訪ねて、四日市の道と食文化の魅力を探ります。










